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研究成果の概要（和文）：　本研究では、諸外国で通用している読書力評価を参考にし、日本において教師が使用する
読書力評価パッケージを開発することを目的とした。読書力評価パッケージとは、テストの形態による評価と、読書指
導場面において読書力評価をどのように行っていくかを示した「読書評価キット」から構成されている。
　テストについては、小中学生向きの図書に関して、10問ずつの設問を作成した。読書評価キットについては、「読書
へのアニマシオン」「リテラチャー・サークル」「交流型読み聞かせ」「パートナー読書」という、交流を重視した読
書指導において、小中学生がどのような交流を行い、反応を示しているかについて、評価する方法を開発した。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is making reading assessment package.  The package incl
udes test-style assessment and reading assessment kit which shows how to assess reader-response in the rea
ding interaction and discussion.
 I develop 10 questions for each books for elementary school children and junior high school students.  I 
also study how to assess oral response and writing response in "Aniamcion a la Lectura", "Literature Circl
es", "Interactive Read-aloud", and "Partner Reading".  
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１．研究開始当初の背景 
 経済協力開発機構 OECD の国際学力調査
PISA における読解力(reading literacy)得点
の低下を受けて、全国学力・学習状況調査が
行われ、全国規模で国語学力の評価が行われ
るようになった。また、読書の重要性が確認
され、2008 年 3 月改訂の学習指導要領にお
いても、読書活動の充実が盛り込まれた。こ
れは、目標だけでなく、「読書に親しみ、も
のの見方、感じ方、考え方を広げたり深めた
りするため、読書活動を無いように位置付
け」（中央教育審議会答申、国語科の改善の
基本方針）たものとなった。すなわち、課外
活動としてではなく、国語科授業の中で、具
体的な読書活動が展開されることが期待さ
れている。このような動向を受け、2011 年
度・2012 年度使用開始の小学校・中学校国
語教科書では、読書活動に関するページが増
加している。しかし、読書力評価を行う文面
にはなっていない。国語科教育の中で読書活
動を確実に行い、その性かを測定し、次の指
導に生かしていくような読書力開発するこ
とは、非常に重要になってきている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、前述のような背景をふまえ、
国際標準を反映した教員用読書力評価パッ
ケージの開発を目的とする。読書力評価パッ
ケージとは、テストの形態による評価と、読
書指導場面において読書力評価をどのよう
に行っていくかを示した「読書評価キット」
の２点から構成される。それぞれについて、
次の具体的な課題を設定する。 
(1)読書のミクロ・レベル・テストを開発し、
小・中・高等学校において、そのテストを
用いた読書力評価を行う。 

(2)読書指導実践に即した質的分析手法を開
発する。グループ・ディスカッションを用
いた読書指導法「リテラチャー・サークル」
を実践し、その実践中のどのような場面で、
児童・生徒のどのような現れをどのような
形で評価するかを、教員用のガイドとして
表現した「読書評価キット」を作成する。 

 
３．研究の方法 
 上記の「２研究の目的」で設定した２つの
下位課題にそって、研究の方法を述べる。 
(1)読書のミクロ・レベル・テストの開発 
・海外におけるミクロ・レベル・テストを分
析する。 

・海外の読書力評価（ミクロ・レベル・テス
ト）の枠組みを用いながら、子どもが本を
読んで解答する 10 問のテストを作成する。 

(2)読書指導実践に即した質的分析手法の開
発 

・「リテラチャー・サークル」などのグルー
プ・ディスカッションを用いた読書指導を
教育現場で試行的に行い、どのような評価
が可能であるかを検討する。 

 

４．研究成果 
(1)読書のミクロ・レベル・テストの開発 
 欧米で行われている読書のミクロ・レベ
ル・テストを分析して研究論文を執筆した。
小・中学生に読むことが推奨されている本に
ついて、Question Answer Relationships 
(QAR) の枠組みを用いて、10 問のテスト問
題を作成した。当初は高校生用のものも開発
する予定であったが、結果としてはそこまで
行うことができなかった。 
(2)読書指導実践に即した質的分析手法の開
発 

 研究開始当初は、「リテラチャー・サーク
ル」という１つの読書指導法の実践を行い、
質的分析手法（評価方法）を開発する予定で
あったが、研究を進めるうちに、「読書への
アニマシオン」「交流型読み聞かせ」などの
欧米で使用されている他の方法や、「パート
ナー読書」という自ら開発した読書指導法の
研究も勧めることとなった。「読書へのアニ
マシオン」については、小学校で実践を行い、
児童の現れを教師（アニマドール）がどのよ
うに評価しているかについて検討した。「リ
テラチャー・サークル」については、中学校
で実践を行い、書き言葉（ワークシート）、
話し言葉（話し合い）を参照して評価が可能
であるとの結果が得られた。「交流型読み聞
かせについては、教師と子ども、子ども同士
の会話で交流を行うのであるが、交流を導く
教師の発言によって、評価が行えそうだとい
う見通しが得られた。「パートナー読書」に
ついては、３種類のワークシート（役割読み
シート、自由トークシート、本別設問シート）
を開発し、中学校で実践を行った。これによ
って、書き言葉での交流、話し言葉による交
流の両方について、評価が行えることを明ら
かにした。 
 本研究の成果は、これらの評価法を用いた
読書力評価パッケージの可能性を明らかに
したことである。パッケージ化には、テス
ト・ワークシート・評価基準シートの量的な
充実が必要である。さらに、教師だけでなく
児童・生徒自身も評価を行っていけるような
工夫の開発が今後の課題である。 
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